
　エッセンス１：大きな時代区分
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障害

　エッセンス２：７世紀のもつ緊張感

東アジア情勢の緊迫に対処するには？

対外危機の深刻化
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特徴

　エッセンス３：律令国家形成とその後

平安初期以降

支配の原則

　Note　
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必出ポイント （古代・政治外交史中心） 

ヤマト政
せい

権
けん

の成立と展開
３世紀中頃から後半になると，西日本各地に巨大な古

こ

墳
ふん
（前

ぜん
方
ぽう
後
こう
円
えん
墳
ふん
が中心）が出現する。こ

の時期に，近畿地方を中心とする広域の政治連合＝ヤマト政権が形成されたと考えられる。
５世紀にはいると，中国の歴史書に倭

わ
（ヤマト政権）の記事がみられるようになる。『宋

そう

書
じょ

』倭
わ

国
こく

伝
でん

は，この約１世紀の間に５人の倭王（倭の五
ご
王
おう
）が中国南

なん

朝
ちょう

に朝
ちょう

貢
こう

したと伝えている。
６世紀，ヤマト政権は地方支配の拡大を進展させる一方で，深刻な危機・混乱にも直面

した。第一の危機として朝鮮半島からの撤
てっ

退
たい

があげられる。ヤマト政権が半島南部の加
か

耶
や
（加
か
羅
ら
）諸
しょ

国
こく

に保持していたと考えられる影響力は，新
しら ぎ

羅が加耶諸国を併合した562年に
は完全に失われることになった。第二の危機は，半島情勢にも刺激されて豪

ごう

族
ぞく

間の対立・
抗争が高まったことである。

唐
とう

帝国の成立と大
たい

化
かの

改
かい

新
しん

618年，中国では隋
ずい

が滅
ほろ

んで唐が成立した。唐帝国は律
りつ

令
りょう

法にもとづく強力な中
ちゅう

央
おう

集
しゅう

権
けん

国家へと成長し，周辺諸国を軍事的に圧迫していった。唐から帰国した留学生・学問僧は，
その最新情報を日本にもたらすことになる。
一方，国内では蘇

そ

我
がの

蝦
えみ し

夷・入
いる

鹿
か

が権力を掌
しょう

握
あく

し，643年には
うまや

戸
との

王
おう
（聖徳太子）の子山

やま

背
しろの

大
おお

兄
えの

王
おう

が自殺に追いこまれるという事件も発生した。
このような情勢のなかで，645年，中

なか

臣
とみの

鎌
かま

足
たり
（のち藤原鎌足）と中

なかの

大
おお

兄
えの

皇
み

子
こ

は，集権体制の
確立をめざすクーデタを敢

かん

行
こう

して蘇我蝦夷・入鹿を滅ぼし（乙
いっ
巳
し
の変），次のような政策を実

行に移していった（大化改新）。

❶　新政権の構成　王族の軽
かるの

皇
み

子
こ

が即位して孝
こう

徳
とく

天皇に。また，中大兄皇子を皇
こう

太
たい

子
し

，阿
あ

倍
べの

内
うち

麻
ま

呂
ろ

・蘇
そ

我
がの

倉
くら

山
やま

田
だ

石
いし

川
かわ

麻
ま

呂
ろ

を左
さ

・右
う

大
だい

臣
じん

，中臣鎌足を内
うちつ

臣
おみ

，旻
みん

・高
たか

向
むこの

玄
げん

理
り

を国
くにの

博
はか

士
せ

と
する新政権が成立した。

❷　年号と遷
せん

都
と

　年号を大化（初の年号）とし，東アジアの動乱に備えるため，都を飛
あすか

鳥から
難
なにわ

波に遷都した。
❸　改新の詔

みことのり

　改新の詔（646年正月）を発し，公
こう

地
ち

公
こう

民
みん

制
せい

・班
はん

田
でん

収
しゅう

授
じゅの

法
ほう

など中央集権国家建
設の基本方針を明示した。しかし，改新の詔が示した方針を実行に移すのは容易ではな
く，実現までの過程は波乱に満ちたものになる。

1
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白
はく

村
そん

江
こう

の戦い
660年，唐・新

しら ぎ

羅の連合軍によって百
くだ ら

済が滅ぼされると，百済との友好関係を長く保っ
てきた日本は，百済復興の動きに呼応して水軍を派遣した。しかし663年，唐・新羅の連
合軍に大敗を喫

きっ

することになった（白村江の戦い）。
白村江における敗戦後，中大兄皇子は対外防備の充実・支配体制の強化に全力を傾

かたむ

けた。

❶　防備体制の強化　九州に防
さきもり

人（一種の国
こっ
境
きょう
警
けい
備
び
隊
たい
）・烽

とぶひ
（のろしをあげて危

き
急
きゅう
を知らせる施設）をお

き，大
だ

宰
ざい

府
ふ

では水
みず

城
き
（水を貯えた防備施設）や大

おお

野
の

城
じょう

・基
き

肄
い

城
じょう

などの古
こ

代
だい

朝
ちょう

鮮
せん

式
しき

山
やま

城
じろ

，また西
日本各地にも同様の山

やま

城
じろ

が築
ちく

造
ぞう

された。
❷　豪族の再編成　国家的な非常時という国際情

じょう

勢
せい

を利用して国
こく

政
せい

改革を実行。具体的に
は氏

うじの

上
かみ

を定め，豪族の領有民を確認した。
❸　遷都と即

そく

位
い

　防備体制強化の一環として，畿
き

外
がい

の地にあたる近
おうみの

江大
おお

津
つの

宮
みや

に遷都（667）。
中大兄皇子は，同地で７年間の称

しょう

制
せい
（即位せずに政務を執ること）に終止符を打って即位した

（天
てん
智
じ
天皇，668）。

❹　集権化　庚
こう

午
ご

年
ねん

籍
じゃく

作成（最初の全国的戸
こ
籍
せき
，670）。この庚午年籍には，全国の諸豪族の私有

民である部曲などが登録された。これによって，朝廷は軍事力の動員や税の徴
ちょう

収
しゅう

が実
行しやすくなったが，一方で，中央の介入を好まない地方豪族たちは不満を高めていっ
た。

壬
じん

申
しん

の乱
672年，壬申の乱が発生した。

❶　壬申の乱の直接的原因　大
おお

海
あま の

人皇
み

子
こ
（天智天皇の弟，吉野側）と大

おお

友
ともの

皇
み

子
こ
（天智天皇の子，近江朝

廷側）のあいだで生じた皇
こう

位
い
（大王位）継

けい

承
しょう

問題（天智天皇の後継者という正
せい
統
とう
性
せい
を保有する者同士の争

い）。
❷　壬申の乱の結果と影響　吉野に逃れていた大海人皇子側は，美

み

濃
の

を拠点とし，東国で
徴
ちょう

発
はつ

された兵の協力を得て勝利を収めた。乱後，大海人皇子は673年に飛
あす か

鳥浄
きよ

御
み

原
はらの

宮
みや

で
即位して天

てん

武
む

天皇となり，強大な権力を手中にした。「政の要
かなめ

は軍事なり」と考えた天武
天皇は，東アジア情勢の緊張に対処するため，中央集権的な律令国家体制の確立に全力
を注ぐことになる。

　Note　
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律令制下における貴族の特権
律令制下の貴族とは，五

ご

位
い

以上の位
い

階
かい
（律令制のもとで役人の序

じょ
列
れつ
を示す等級，計30階）を与えら

れた人々をいう。彼らには，その生活と地位を維持することができるように，多くの特
権が与えられていた。

❶　経済上の特権　調
ちょう

・庸
よう

・雑
ぞう

徭
よう

が免除され，位階・官
かん

職
しょく

に応じて，位
い

封
ふ

・位
い

田
でん

，職
しき

封
ふ

・職
しき

田
でん

などが支給された。
❷　身分上の特権　五位以上の貴族の子と三

さん

位
み

以上の貴族の孫には，父や祖父の位階に応
じて一定の位階が授与された（蔭

おん
位
い
の制）。これによって，貴族は同一の階層から再生産さ

れることになった。

律令制下の行政機構
律令制下における中央・地方の行政機構は，以下のような特色をもつものだった。

❶　中央組織　中央官庁として神
じん

祇
ぎ

官
かん

と太
だい

政
じょう

官
かん
（国政の中心）があり，太政官のもとに八

はっ

省
しょう

（中
なか
務
つかさ
省・式

しき
部
ぶ
省など）がおかれた。国政の審議・運営は，太政官の首

しゅ

脳
のう

である左右大臣や大
だい

納
な

言
ごん

といった公
く

卿
ぎょう
（上級官

かん
人
じん
の総称）による合

ごう

議
ぎ

で進められた。
❷　地方組織　国

こく

―郡
ぐん

―里
り

の３層構造をもつ地方制度をとり，それぞれ国
こく

司
し
（中央貴族を派遣，

任
にん
期
き
制），郡

ぐん

司
じ
（かつての国

くにの
造
みやつこ
など地方豪族を任命，終

しゅう
身
しん
官
かん
・世
せ
襲
しゅう
制
せい
），里

り

長
ちょう

をおいて統治した。なお，
律令制下における諸国の役所を国

こく

府
ふ

といい，のちになると国
こく

衙
が

の呼称が一般化した（郡
司の統治拠点を郡

ぐう
家
け
，あるいは郡

ぐん
衙
が
という）。

❸　大
だ

宰
ざい

府
ふ

　大宰府は，外交・国防上の要地である筑
つく

紫
し

におかれた地方特別官庁。西
さい

海
かい

道
どう

諸国（西海道は七
しち
道
どう
の一つで九州地方をさす）の軍事・行政を統括した。

❹　四
し

等
とう

官
かん

　中央・地方の諸官庁は，長
か み

官・次
す け

官・判
じょ う

官・主
さか ん

典の４段階に序列化された官
職をもつ役人中心に構成された。この四等官は，役職ごとに用いる漢字が異なり，たと
えば国司の四等官は，守

かみ

・介
すけ

・掾
じょう

・目
さかん

になっていた。
❺　官位相当制　正

しょう

三
さん

位
み

の位階をもつ者が大納言になるなど，役人には，位階に相当する
官職を与える原則がとられた。

　Note　
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遣
けん

唐
とう

使
し

の派遣と新羅・渤
ぼっ

海
かい

中央集権的な国家体制が整えられるなかで，政府がとった政策を，まず対外面から考
えてみることにしたい。

❶　遣唐使の派遣　630年に最初の遣唐使派遣。大規模な使節が派遣されたが，８世紀以
降，新羅との関係悪化により，危険な南

なん

路
ろ
（東シナ海を直接横断するルート）・南

なん

島
とう

路
ろ
（帰路に利用，

南
なん
西
せい
諸島を北上するルート）を航海した。

❷　遣唐使に同行した留学生・留学僧　奈良時代，吉
き

備
びの

真
まき

備
び

・玄
げん

昉
ぼう

らが政界で活躍した。
❸　遣唐使と渡

と

来
らい

僧
そう

　帰国の遣唐使船に乗り，鑑
がん

真
じん

らが来日した。
❹　新羅との関係　676年，新羅が朝鮮半島を統一。日本とのあいだの使節往来は少なく
なかったが，日本は新羅を従

じゅう

属
ぞく

国
こく

とあつかおうとし，次第に両国の関係は冷却化した。
❺　渤海との関係　渤海は７世紀末に建国。中国東北部に位置する。唐・新羅への対抗上，
日本に使節を派遣した。日本はこれを朝

ちょう

貢
こう

の使節として歓
かん

待
たい

したが，次第に両国の関係
は交易を中心とするものへと変化した。

　Note　
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奈良時代の政
せい

争
そう

奈良時代政治史の特徴は，全体として，藤
ふじ

原
わら

氏と皇
こう

族
ぞく

出身者（＋僧
そう
侶
りょ
）が，ほぼ10年ごと

に中央政界で政権を担当し，そのなかで藤原氏の台
たい

頭
とう

が顕著になっていった点にある。

❶　710年代　藤
ふじ

原
わらの

不
ふ

比
ひ

等
と
（鎌足の子）が政界の中心に位置し，養

よう

老
ろう

律
りつ

令
りょう

を完成させる（718）
など律令制度の確立に尽

じん

力
りょく

すると同時に，天皇家に接近した。
720　不比等没。

❷　720年代　長
なが

屋
や

王
おう
（天武天皇の孫）の政権成立。三

さん

世
ぜ

一
いっ

身
しん

法
ほう
（723）などの諸政策を実施した。

729　光
こう

明
みょう

子
し
（不比等の娘）立

りっ

后
こう

問題をめぐって，長屋王は藤原４兄弟（藤
ふじ
原
わら
四
し
子
し
＝不比等の子

たち）と対立し，自殺（長屋王の変）。
❸　730年代　藤原４兄弟が勢力を拡大。長屋王の変後，藤原４兄弟（武

む
智
ち
麻
ま
呂
ろ
・房
ふさ
前
さき
・宇
うま
合
かい
・

麻
ま
呂
ろ
）は光明子を聖

しょう

武
む

天皇の皇
こう

后
ごう
（天皇の正

せい
妻
さい
）とすることに成功した。

737　天
てん

然
ねん

痘
とう

により藤原４兄弟没。
❹　740年代　橘

たちばなの

諸
もろ

兄
え
（皇族出身者）が政権掌握。吉備真備・玄昉らが政界で重用されると，

740年，吉備真備・玄昉の排除を求める藤
ふじ

原
わらの

広
ひろ

嗣
つぐ
（式

しき
家
け
，宇合の子）の乱が九州で発生した。

以後，朝廷は動揺し，聖武天皇は遷都をくりかえした（恭
く
仁
に
京
きょう
・難
なにわの
波宮

みや
・紫
し
香
が
楽
らきの
宮
みや
）。また，

国
こく

分
ぶん

寺
じ

建
こん

立
りゅう

の詔
みことのり
（741），大

だい

仏
ぶつ

造
ぞう

立
りゅう

の詔
みことのり
（743，同年に墾

こん
田
でん
永
えい
年
ねん
私
し
財
ざい
法
ほう
も発令）をだし，仏教のもつ

鎮
ちん

護
ご

国
こっ

家
か

思想によって国家の安定を図
はか

ろうとした。
❺　750年代　藤

ふじ

原
わらの

仲
なか

麻
ま

呂
ろ
（南

なん
家
け
，武智麻呂の子）の勢力が伸張。749年に孝

こう

謙
けん

天
てん

皇
のう
（聖武天皇の娘）

が即位し，これにより，その母光
こう

明
みょう

皇
こう

太
たい

后
ごう
（光

こう
明
みょう
子
し
）が権威を高めたため，仲麻呂が台頭し

た。橘
たちばなの

奈
な

良
ら

麻
ま

呂
ろ

の変
へん
（757）後，みずから擁

よう

立
りつ

した淳
じゅん

仁
にん

天皇から恵
え

美
みの

押
おし

勝
かつ

の名を賜
たまわ

った。
760　光明皇太后没。仲麻呂の権力弱体化（764年に恵美押勝の乱発生）。

❻　760年代　道
どう

鏡
きょう

が僧侶政治を展開。孝謙上
じょう

皇
こう
（のち再び即位して称

しょう
徳
とく
天皇）の信任により，

道鏡は異例の出世を遂げた（太
だい
政
じょう
大
だい
臣
じん
禅
ぜん
師
し
から法

ほう
王
おう
へ）。769年には，称徳天皇が道鏡に皇

こう

位
い

を
譲ろうとする事件も発生したが，この動きは和

わ

気
けの

清
きよ

麻
ま

呂
ろ

の行動で挫折した。
770　称徳天皇没。道鏡左遷（下

しも
野
つけ
薬
やく
師
し
寺
じ
の別
べっ
当
とう
として追放された）。

❼　770年代　皇統，天智系へ。藤
ふじ

原
わらの

百
もも

川
かわ
（式家，宇合の子）らが光

こう

仁
にん

天
てん

皇
のう
（天智天皇の孫）を擁立

し，混乱した律令政治の再建をめざした。

　Note　
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桓
かん

武
む

天皇の課題
道鏡を排して即位した光仁天皇（天智系）の改革路線は，次の桓武天皇にひきつがれた。

新
しん

都
と
（平

へい
安
あん
京
きょう
）の造営，東北経営の推進，律令体制の再建，が大きな課題になっていく。

新都（平安京）の造営
桓武天皇は，即位３年後の784年，寺院など奈良の旧勢力を避け，水陸交通の要地に，

天智系の新しい都をつくることを意図して，山
やま

背
しろの

国
くに

長
なが

岡
おか

京
きょう

への遷都を命じた。しかし，造
営長官の藤

ふじ

原
わらの

種
たね

継
つぐ
（式家，藤原宇合の孫で桓武天皇の腹心）が暗殺されるなど，造都事業は難航した。

長岡京は未完成のまま約10年で放棄されたものの，新都造営にかける天皇の意志は強く，
794年，平安京への再遷都が実行された（平

へい
安
あん
時
じ
代
だい
の始まり）。その際，新たな都は新政への願

いと期待をこめて平安京と命名され，王
おう

城
じょう

の地となった「山
やま

背
しろ

」の国名も「山
やま

城
しろ

」と改めら
れた。

律令体制の再建と変質
桓武天皇は，政治改革にも積極的にとりくんだ。

❶　行政改革　国司の不正を正すため勘
か

解
げ

由
ゆ

使
し

を設置。国司交代の際に，後任者が前任者
にわたす書類（解

げ
由
ゆ
状
じょう
）の審査を厳重にした。また，班

はん

田
でん

励
れい

行
こう

を図り，一
いっ

紀
き
（12年）一

いっ

班
ぱん

とし
た。

❷　軍制改革　東北・九州地方以外の軍
ぐん

団
だん

制
せい

を廃止し，治
ち

安
あん

維
い

持
じ

を担う国衙の守備兵とし
て，新たに郡司の子

し

弟
てい

などを健
こん

児
でい

とした（国家間戦争を想定した軍制から治安維持目的の軍制へ）。
❸　軍事と造

ぞう

作
さく

をめぐる議論（「天
てん
下
か
徳
とく
政
せい
相
そう
論
ろん
」）　桓武天皇が一貫して追求してきた対蝦

えみ し

夷戦
争（軍事）と平安京造営事業（造作）は，一方で国家財政や民衆にとって大きな負担になった。
805年，軍事と造作の可否を論じた「天下徳政相論」（徳

とく
政
せい
論
ろん
争
そう
）を経て，ついにこの二大事

業の中止が宣言された。
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平
へい

城
ぜい

太
だい

上
じょう

天
てん

皇
のう

の変
へん
（薬

くす
子
こ
の変
へん
）

桓武天皇の改革路線は，平
へい

城
ぜい

天
てん

皇
のう

・嵯
さ

峨
が

天
てん

皇
のう

の時代にも政治の基調になった。
嵯峨天皇は，即位直後の810年に，平城京に遷都しようとする兄の平城太上天皇と対立
し，「二

に

所
しょ

朝
ちょう

廷
てい

」と呼ばれる政治的混乱に直面した。結局，嵯峨天皇側が迅
じん

速
そく

に兵を出して
勝利を収め，平城上皇は出家，その寵

ちょう

愛
あい

をうけた藤原薬子（式家）は自殺し，薬子の兄藤
ふじ

原
わらの

仲
なか

成
なり
（式家）は射殺された（平城太上天皇の変＝薬子の変）。

嵯峨天皇が設けた令
りょう

外
げの

官
かん

令外官とは，征
せい

夷
い

大
だい

将
しょう

軍
ぐん

・勘解由使・蔵
くろうどの

人頭
とう

・検
け

非
び

違
い

使
し

・関
かん

白
ぱく

など令に規定されていな
い新しい官職の総称をいう。

❶　蔵人頭　平城太上天皇の変（810，薬子の変）の際に，機
き

密
みつ

事
じ

項
こう

をあつかう天皇の秘書官と
して藤

ふじ

原
わらの

冬
ふゆ

嗣
つぐ
（北

ほっ
家
け
）らを蔵人頭に任命した。役所を蔵

くろうど

人所
どころ

という。
❷　検非違使　検非違使は平安京内の治安維持などを担当した。役所を検

け

非
び

違
い

使
し

庁
ちょう

という。

藤原北家の台頭
平安時代になると，藤原氏，なかでも北家（藤原房前とその子孫の家柄）が勢力を拡大していっ

た。
その第一の手段が，天皇家と深く結びつくこと。天皇家と藤原氏は，藤原氏が一族の娘

を天皇の皇后や皇
こう

太
たい

子
し

妃
ひ

とする外
がい

戚
せき

政
せい

策
さく

，つまり天皇家の母方の親族となることで，血
縁関係を強めていった。第二の手段は，ライバルとなる貴族を追い落とすこと。いわゆる
藤原氏よる他

た

氏
し

排
はい

斥
せき

政策になる。

❶　藤原冬嗣の活躍
810  平城太上天皇の変（薬子の変，→式家没

ぼつ
落
らく
）の際に，藤原冬嗣，蔵人頭に就任。

❷　藤
ふじ

原
わらの

良
よし

房
ふさ

の摂
せっ

政
しょう

就任
842  承

じょう

和
わ

の変
へん

により，伴
ともの
（大

おお
伴
ともの
）健
こわ

岑
みね

・橘
たちばなの

逸
はや

勢
なり

らの排斥に成功。
858  清

せい

和
わ

天
てん

皇
のう

が幼少で即位すると，藤原良房，天皇の外
がい

祖
そ

父
ふ
（母方の祖父）として事実

上の摂
せっ

政
しょう
（幼少の天皇にかわって政務を代行する職）に。

866  応
おう

天
てん

門
もん

の変
へん

により，伴
ともの

善
よし

男
お

らの排斥に成功。良房，正式の摂政に。
❸　藤

ふじ

原
わらの

基
もと

経
つね

の関白就任
884  光

こう

孝
こう

天
てん

皇
のう

の即位に際し，藤原基経，事実上の関白（成人後の天皇を後
こう
見
けん
する職）に。

887  宇
う

多
だ

天
てん

皇
のう

の即位に際し，基経，正式の関白に就任。
888  藤原基経，宇多天皇が即位にあたって出した勅

ちょく

書
しょ
（「阿

あ
衡
こう
に任ず」）に抗議して，こ

れを撤
てっ

回
かい

させ，政界における実力を誇
こ

示
じ
（阿
あ
衡
こう
の紛

ふん
議
ぎ
）。
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宮
きゅう

廷
てい

貴族社会の成立
10世紀の前半を中心とする一時期，摂政・関白がおかれず，のちに「延

えん

喜
ぎ

・天
てん

暦
りゃく

の治
ち

」と
呼ばれ，天

てん

皇
のう

親
しん

政
せい

の時代として理想化された。天皇の名前をあげると，醍
だい

醐
ご

天皇（→延喜の治）・
村
むら

上
かみ

天皇（→天暦の治）になる。
ただし，この時期は，必ずしも天皇親政の理想的時代というわけではない。むしろ，藤

原北家の勢力はますます無視できないものとなり，また社会も大きく変化していくこと
になった。

❶　宇多天皇の政治
891  藤原基経の死後，摂

せっ

関
かん

をおかず菅
すが

原
わらの

道
みち

真
ざね

を蔵人頭に抜
ばっ

擢
てき

した。
894  菅原道真の建

けん

議
ぎ

により，遣
けん

唐
とう

使
し

を中止。これにより，中国との公的な関係は断
だん

絶
ぜつ

したが，大陸商人の来航などにより，文
ぶん

物
ぶつ

の交流・民間の交易は盛んにおこな
われた。

❷　延喜の治（醍醐天皇，在位897～930）
901  藤

ふじ

原
わらの

時
とき

平
ひら

の陰
いん

謀
ぼう

により，菅原道真，大
だ

宰
ざいの

権
ごんの

帥
そち

に左
さ

遷
せん

。
902  延

えん

喜
ぎ

の荘
しょう

園
えん

整
せい

理
り

令
れい

発令。班
はん

田
でん

を実施（最後の班田）。
また，この時期には，六

りっ

国
こく

史
し
（『日

に
本
ほん
三
さん
代
だい
実
じつ
録
ろく
』）や格

きゃく
式
しき
（『延

えん
喜
ぎ
格
きゃく
式
しき
』）が編

へん

纂
さん

されたが，
修
しゅう

史
し

・法令の編纂事業はいずれもこれで最後になり，律令体制の衰
すい

退
たい

を象
しょう

徴
ちょう

す
る出来事があいついだ。

❸　武士による本格的な反乱発生
939～941　天

てん

慶
ぎょう

の乱
らん

発生。関東地方と瀬戸内海で，同時期に大規模な武装反乱が起
こった。

❹　天暦の治（村上天皇，在位946～967）
958  乾

けん

元
げん

大
たい

宝
ほう

を鋳
ちゅう

造
ぞう
（最後の本

ほん
朝
ちょう
十
じゅう
二
に
銭
せん
＝皇

こう
朝
ちょう
十
じゅう
二
に
銭
せん
）。乾元大宝は，本朝十二銭の最後で

あるだけでなく，律令国家としての最後の事業。
❺　安

あん

和
な

の変
へん

969  安和の変発生。左大臣源
みなもとの

高
たか

明
あきら
（醍醐天皇の子）が藤原氏の策

さく

謀
ぼう

で左遷された（摂関政
治の全盛期へ）。
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摂
せっ

関
かん

政
せい

治
じ

摂関政治とは，おもに，10世紀後半（969年の安和の変）から11世紀半ば（1069年の延
えん
久
きゅう
の荘

しょう
園
えん
整
せい

理
り
令
れい
）にかけて，とりわけ藤

ふじ

原
わらの

道
みち

長
なが

・藤
ふじ

原
わらの

頼
より

通
みち

父子の時代をさす。

❶　摂関政治の条件　娘を皇后や皇太子妃とし，天皇との外戚関係を築くこと。
❷　藤原氏への権力と富の集中　大きな権力をもつ藤原氏（摂関家）は役人の任

にん

免
めん

権
けん

を掌握。
このため，国

こく

司
し

など利益が手にはいる職に就くことを望む中・下級貴族からの貢
こう

納
のう

物
ぶつ

も，
藤原氏（摂関家）に集中した。
❸　国政のあり方　政治は次第に先

せん

例
れい

・儀
ぎ

式
しき

を重んじるものになるが，国政上の重要問
題は陣

じんの

定
さだめ

と呼ばれる公
く

卿
ぎょう

会議で審議された。有力貴族による合
ごう

議
ぎ

が重視され，これによっ
て国家の意思が事実上決定されたという点で，摂関期の政治のあり方（陣定）は，律令制
下における政治のあり方（太政官での審議）と基本的に変わらなかった。一方で日本の貴族
社会は，大陸文化の吸収・消化を土台にしながら多様な独自性を発

はっ

揮
き

しうる段階に到達
し，みずからの風土や嗜

し

好
こう

に適合した国
こく

風
ふう

文
ぶん

化
か

を開花させることになる。
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